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最
近
、
産
炭
地
域
振
興
臨
時
措
置
法
を
始
め
、
石
炭
関
係
六
法
の
延
長
も
実
現
し
、
よ
う
や
く
明
る
い
見
通
し

を
持
ち
始
め
た
そ
の
矢
先
、
政
府
は
、
「
行
政
改
革
」
に
名
を
か
り
て
、
筑
豊
住
民
の
か
け
が
え
の
な
い
足
で
あ 

 

り
、
筑
豊
復
興
の
基
幹
で
も
あ
る
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
切
捨
て
、
筑
豊
住
民
の
生
活
を
底
辺
で
支
え
た
失
対
の
打

切
り
な
ど
、
筑
豊
に
と
つ
て
新
た
な
危
機
を
招
来
し
て
い
る
。 

産
炭
地
域
の
振
興
は
、
そ
の
困
難
の
原
因
を
作
り
出
し
た
の
が
政
府
の
政
策
の
変
更
で
あ
つ
た
こ
と
か
ら
も 

当
然
の
国
の
責
務
で
あ
り
、
新
た
な
危
機
を
生
み
出
す
か
く
の
ご
と
き
施
策
は
断
じ
て
と
る
べ
き
で
な
い
と
考
え 

政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
に
よ
り
、
産
炭
地
域
筑
豊
で
は
次
々
に
炭
坑
が
閉
山
に
追
い
込
ま
れ
、
筑
豊

住
民
は
塗
炭
の
苦
し
み
を
味
わ
う
こ
と
と
な
つ
た
。
爾
来
二
十
有
余
年
、
筑
豊
住
民
は
地
域
の
復
興
を
目
指
し
、

鉱
害
の
復
旧
、
老
朽
炭
住
の
改
良
、
産
業
基
盤
の
整
備
と
、
営
々
と
し
て
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
。 
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と
こ
ろ
で
、
筑
豊
住
民
の
願
い
は
、
経
済
的
復
興
だ
け
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
文
化
・
教
育
の
向
上
も

ま
た
悲
願
と
な
つ
て
い
る
。
現
在
、
福
岡
県
飯
塚
市
に
お
い
て
九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
系
学
部
の
設
置
が
強
く

望
ま
れ
て
い
る
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。
と
く
に
、
九
州
工
業
大
学
は
、
私
立
の
明
治
専
門
学
校
と
し
て
設
立
さ

れ
、
官
立
学
校
へ
と
発
展
し
て
後
も
冶
金
・
鉱
山
・
電
気
・
機
械
の
四
学
科
を
有
し
、
幾
多
の
優
秀
な
技
術
者
を

輩
出
し
、
福
岡
県
に
お
け
る
製
鉄
業
、
炭
鉱
業
の
発
展
を
支
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
い
ま
、
情
報
化
社
会

に
対
応
す
る
人
材
育
成
の
た
め
の
学
部
を
旧
産
炭
地
筑
豊
に
設
置
す
る
こ
と
に
は
特
別
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
。 

し
か
も
、
九
州
工
業
大
学
の
新
学
部
設
置
構
想
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
に
「
工
学
教
育
改
革
に
関
す
る
調
査
費
」

と
し
て
計
上
さ
れ
て
後
、
五
十
五
年
度
に
は
「
工
学
系
学
部
構
想
に
関
す
る
調
査
費
」
、
五
十
六
年
度
は
「
九
州
工

業
大
学
情
報
工
学
系
学
部
創
設
準
備
調
査
費
」
、
五
十
七
年
度
も
同
様
、
五
十
八
年
度
に
は
「
九
州
工
業
大
学
情
報 

る
。 
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工
学
系
学
部
創
設
準
備
費
」
と
し
て
計
上
さ
れ
て
き
た
実
績
を
持
つ
て
い
る
。 

こ
の
間
、
飯
塚
市
で
は
、
既
に
市
有
地
四
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
確
保
も
完
了
し
て
い
る
。 

よ
つ
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

従
来
は
、
創
設
準
備
調
査
費
の
次
の
段
階
は
す
べ
か
ら
く
着
工
予
算
が
計
上
さ
れ
て
き
た
。
九
州
工
業
大
学

に
つ
い
て
、
「
創
設
準
備
費
」
な
る
費
目
を
設
け
、
着
工
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
来
年
度
予
算
で 

 

は
、
着
工
予
算
を
組
む
予
定
な
の
か
ど
う
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

着
工
か
ら
実
際
の
学
生
受
入
れ
ま
で
何
年
を
要
す
る
予
定
な
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


